
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 米国会社印鑑 

 

会社印鑑は、会社書類を認証することに使われるものです。会社が独立した実体とみなされるため、会

社印鑑は会社のサインとして使われます。会社によって発行された法律又は公式文書はすべて会社印

が必要です。 

 

個人が特定の会社行為を授権するのは許可されないため、会社印鑑は会社権限を証明する要件です。

しかし、業務の変更に伴い、技術がデジタル時代へ移行し、会社印鑑は時代遅れになり、且つある程度

の障害となります。現代社会に会社印鑑は、契約と銀行口座に使われることが多いですが、このような

用途もますます少なくなっています。各州の法律は、会社が授権した個人（CEO、取締役等）のサインが

会社に対して会社印鑑と同様な法的効力を有することを承認します。 

 

次は会社印鑑のよくある用途です。 

 

• 所有権証明書への押印  

• 株券への署名  

• インボイスの授権 

• 建築図面のへ署名 

• 契約の締結 

• 金融取引の認証 

• 認証証明書への署名 

• 賃貸借契約書・売買契約書への署名 

• 会社承諾の確認 

 

会社印鑑は会社のサインとして、使用場所にかかわらず、会社権限の真実性を伝えています。 

 

会社印鑑は、会社登記書類一式（株券、振替帳簿、議事録等のあらゆる重要な会社書類をまとめるバイ

ンダー）に含まれることがあります。 

 

技術の発展に伴い、会社印鑑は不要となる可能性があります。但し、会社印鑑は企業を際立たせること

ができます。 

 

会社印鑑は、会社が公式文書に署名することに使われるツールです。このような印鑑は、会社が文書の

内容に対して同意することを示します。通常、会社印鑑には会社の名称、設立日及び会社の設立州が

記載されます。次は会社印鑑のサンプルです。 
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会社印鑑について、昔はワックスで作られていましたが、今は金属製の印鑑がよく使われています。会

社印鑑は会社設立に必要なものではないため、州務長官は会社印鑑を提供しません。但し、第三者の

文具用品サプライヤーにおいて会社印鑑を注文することができます。会社印鑑をデザインすることもでき

ます。会社印鑑の基本的な内容は会社の名称、設立日及び会社の設立州を含める必要があります。そ

の他の内容は、需要によって追加することもできます。その後、会社印鑑はエンボス装置に埋め込まれ

ます。あなたは需要によって手持ち式又はデスクトップ型のエンボス装置を選択することができます。 

 

 

 

もっと詳細な情報や支援をご希望の場合は、下記のお問い合わせをご利用になってください。  

メール：info@kaizencpa.com,  

固定電話： +852 2341 1444   

携帯電話： +852 5616 4140、+86 152 1943 4614 

ライン・WhatsApp・Wechat： +852 5616 4140  

Skype: kaizencpa 

公式ウェブサイト：www.kaizencpa.com 

mailto:info@kaizencpa.com
http://www.kaizencpa.com/

